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奈良市内の近鉄線 10駅にデジタルサイネージを新設 

～新型コロナ情報・災害情報のより広くタイムリーな広報が可能に～ 

 

 本市は、近畿日本鉄道株式会社（大阪府大阪市、以下近鉄）と連携し、奈良市内の近鉄線10駅

にデジタルサイネージを新設します。令和4年 8月 23日（火）の近鉄奈良駅・高の原駅での運用

開始を皮切りに順次放映を開始し、既に放映中の近鉄大和西大寺駅・JR奈良駅のサイネージとと

もに、年間約6,200万人(※)の鉄道利用者を対象に市の情報を届けます。 

 新型コロナ関連情報・ワクチン情報・災害関連情報などの緊急情報を含めた市からの情報を、

静止画・動画・音声により一斉配信することで、これまでより広く、タイムリーに、伝達するこ

とができるようになります。 

(※)令和2年度の各駅乗車数より（近鉄大和西大寺駅・JR奈良駅を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TOPICS 

・ 近鉄のご協力により市内近鉄線全駅にデジタルサイネージを設置 

・ 自治体による複数駅への同時設置は、近鉄沿線の自治体として初。 

・ 奈良市の情報を、広報紙・ホームページ・ＳＮＳ等これまでの広報媒体では届きにくかっ 

た層へ「プッシュ型で」届けることができる。 

・ 遠隔地から、緊急情報などを「タイムリーに」一斉発信可能に。 



１ 目的 

新型コロナ関連情報・ワクチン情報・災害関連情報など迅速な周知が必要な情報を含めた奈

良市の情報を、これまで届きにくかった層を含め「多くの人へ」「プッシュ型で」「視覚的に

わかりやすく」「タイムリーに」届ける。 

 

現状の市の広報媒体（広報紙・ホームページ・SNS等）は、広く伝えることができるものの、

最新情報とのタイムラグがある場合や、SNS 等をフォローしていない場合などは、効果が限

定的でした。 

そのため、上記のことを目的に、市民・学生・観光客など多くの方が利用する近鉄線各駅へ、

視覚効果が大きく即時の発信が可能な広報媒体であるデジタルサイネージを設置します。 

 

２ デジタルサイネージについて 

◎ネットワーク構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎仕様（改札前・通路などの設置位置による見やすさを考慮してサイズを選定） 

75型 4K 液晶ディスプレイ モニターサイズ：938mm×1660mm 

（富雄・学園前・新大宮・近鉄奈良・高の原・学研奈良登美ヶ丘） 

65型 4K 液晶ディスプレイ モニターサイズ：812mm×1437mm 

（菖蒲池・平城・尼ヶ辻・西ノ京） 

 

◎契約額 

 50,021,000円（予算額：60,000,000円） 

 ※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（補助率10/10）を活用 



３ 設置場所 

 市内近鉄線10駅 

  

 

 

 

 

 

※詳細な設置位置については別紙参照 

 

４ 設置・放映開始スケジュール 

 8月23日(火) 近鉄奈良駅・高の原駅のデジタルサイネージより放映を開始 

以降 9月上旬までに、設置後順次放映を開始予定 

※別紙参照 

 

５ 配信予定コンテンツ 

新型コロナ関連情報・ワクチン情報・災害関連情報・緊急情報・市のイベント情報 等 

◎配信コンテンツ イメージ（緊急情報） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※近隣市の利用者が多い駅については、両市のホームページ等を案内予定（調整中）。 



◎配信コンテンツ イメージ（市のイベント等） 

 


